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報
告
第
20
号

香
美
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い

報
告
第
21
号

香
美
市
立
吉
井
勇
記
念
館
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い

報
告
第
22
号

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
に
か
か
る
訴
え
の
提
起

報
告
第
23
号

建
物
明
け
渡
し
等
の
請
求
に
か
か
る
訴
え
の
和
解

報
告
第
24
号

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
に
か
か
る
訴
え
の
提
起

報
告
第
25
号

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

�
�
�

認
定
第
１
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
２
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

認
定
第
３
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
４
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
５
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
６
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

(

事
業
勘
定)

認
定
第
７
号

平
成
17
年
度
香
美
郡
香
北
地
域
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

認
定
第
８
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算(

保

険
事
業
勘
定)

認
定
第
９
号

平
成
17
年
度
香
北
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
10
号

平
成
17
年
度
香
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
11
号

平
成
17
年
度
香
北
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
12
号

平
成
17
年
度
香
北
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
13
号

平
成
17
年
度
香
北
町
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
14
号

平
成
17
年
度
香
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
15
号

平
成
17
年
度
物
部
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
16
号

平
成
17
年
度
物
部
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
17
号

平
成
17
年
度
物
部
村
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
18
号

平
成
17
年
度
物
部
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
19
号

平
成
17
年
度
物
部
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
20
号

平
成
17
年
度
山
田
消
防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

(

以
上
閉
会
中
の
継
続
審
査)

認
定
第
21
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
22
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
工
業
用
水
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
認
定)

認
定
第
23
号

平
成
17
年
度
香
美
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
24
号

平
成
17
年
度
香
美
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

認
定
第
25
号

平
成
17
年
度
香
美
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
26
号

平
成
17
年
度
香
美
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
27
号

平
成
17
年
度
香
美
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

認
定
第
28
号

平
成
17
年
度
香
美
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
29
号

平
成
17
年
度
香
美
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算(

保

険
事
業
勘
定)

認
定
第
30
号

平
成
17
年
度
香
美
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算(

保
険
事

業
勘
定)

(

以
上
閉
会
中
の
継
続
審
査)

�
�
�

�
�

�
門
�
市
長

報
告
第
二
十
号
・
二
十

一
号
は
、
九
月
臨
時
会
で

報
告
し
た

『

香
美
市
教
員

住
宅
の
電
気
使
用
量
の
遅

延
損
害
金
の
支
払
い
に
つ

い
て』

と
同
様
の
事
案
が

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
平
成
十
八
年
四

月
の
電
気
使
用
量
の
支
払

い
が
滞
り
、
遅
延
損
害
金

が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

合
併
直
後
と
は
い
え
、
事

務
処
理
の
不
手
際
か
ら
生

じ
た
も
の
で
あ
り
、
許
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

今
後
は
、
支
払
い
シ
ス
テ

ム
を
自
動
振
替
に
移
行
す

る
な
ど
、
こ
の
様
な
こ
と

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

十
分
気
を
つ
け
る
。

議
案
第
七
十
号
は
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二

億
七
千
七
百
六
十
万
九
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
一
億
二

百
八
十
二
万
円
と
し
た
。

歳
出
は
、
地
域
介
護
・
福

祉
空
間
整
備
交
付
金
や
、

平
山
小
学
校
廃
校
に
伴
う

経
費
及
び
災
害
普
及
の
増

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
の
八
千
九
百
万
円
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
の
八

千
八
百
万
円
、
市
債
の
四

千
四
百
万
円
が
主
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
七
十
七
号
は
、

合
併
後
三
年
を
目
途
に
市

営
バ
ス
に
関
す
る
内
容
を

協
議
、
調
整
す
る
こ
と
が

合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
地
域
内

交
通
に
つ
い
て
の
あ
り
方

を
協
議
す
る
必
要
か
ら
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。議

案
第
八
十
五
号
は
、

住
宅
使
用
料
に
対
す
る
債

務
者
が
居
所
不
明
で
あ
り

債
権
回
収
が
不
可
能
な
た

め
、
債
権
放
棄
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

提
案
理
由
の
説
明

�

��
�

十
月
定
例
会
に
は
、
市
長
よ
り
専
決
処
分
事
項
の
報
告
が
六
件
あ
り
、
十
七

年
度
決
算
認
定
三
十
二
件
、
議
案
二
十
一
件
が
提
案
さ
れ
た
。
主
な
提
案
理
由

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

地域住民の利便性のために



平成18年12月15日 香 美 市 議 会 だ よ り 第３号

郵便局の無集配局化によるサービス低下の改善を求める意見書

来年の郵政公社の５分社化､ 民営化に向けて郵便事業の縮小､
合理化の動きが強まっています｡
特に､ ９月から ｢縮小､ 合理化の先取り｣ として実施された

｢無集配局化｣ は､ その地域からの郵便局員の激減と広域化によ
るサービスの低下を招いています｡ これは ｢郵政ネットワークの
水準を維持する｣ という国会答弁にも反するもので､ 実際に､ 無
集配化による深刻な影響も各地で出始めております｡ 山間部には
誤配､ 遅配の苦情も聞かれますし､ 豪雨等により国道が通行止等
度々発生する事からしても地域の実態を無視した施策だと言わざ
るを得ません｡ 集配局がなくなる事により ｢声かけ安否サービス｣
なども後退してしまい､ 高齢化､ 過疎化に追い討ちをかける事は
必然であります｡
郵政事業は､ 国民がつくり育ててきた社会的な財産であります｡
それを一方的に切り捨てることは許されるものではありません｡
歴史ある郵便事業の培ってきた理念に背くものであります｡
よって､ 衆・参両議院及び政府におかれましては､ 地域の声を

無視した ｢無集配局化によるサービス低下｣ を早急に改善するこ
とを強く求めるものです｡

以上､ 地方自治法第99条の規定により､ 意見書を提出します｡

平成18年10月24日

高知県香美市議会議長 中澤 愛水

北朝鮮の核実験に厳重に抗議する決議

北朝鮮 (朝鮮民主主義人民共和国)
は10月９日､ 国際社会の強い懸念と非
難を押し切って ｢核実験を実施した｣
と発表しました｡
これが事実とすれば､ 国際平和に対
する重大な脅威であり､ 世界で唯一の
被爆国として看過できるものではあり
ません｡
本市は､ 非核・平和都市を宣誓し､
人類共通の悲願である核兵器の廃絶と､
平和で自由な国際社会の実現に向けて
努力しているところです｡
よって､ 本市議会は､ 国際平和なら
びに市民の生命と財産を守る立場から､
北朝鮮の核実験に対し厳重に抗議する
とともに､ 10月14日､ 国連安全保障理
事会において全会一致で採択された北
朝鮮制裁決議 (国連憲章第７章第41条
に基づき､ 同国に対する非軍事的な制
裁措置を加盟各国に求め､ ６カ国協議
への無条件復帰を促す決議1718) を速
やかに受け入れるよう求めます｡

以上決議する｡
平成18年10月24日

香美市議会
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認
定
第
31
号

平
成
17
年
度
香
美
市
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
32
号

平
成
17
年
度
香
美
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
認
定)

�
�
�

議
案
第
70
号

平
成
18
年
度
香
美
市
一
般
会
計
補
正
予
算｢

第
３
号｣

議
案
第
71
号

平
成
18
年
度
香
美
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

｢

第
１
号｣

議
案
第
72
号

平
成
18
年
度
香
美
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算｢

第
２
号｣

議
案
第
73
号

平
成
18
年
度
香
美
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算｢

第
２

号｣

議
案
第
74
号

平
成
18
年
度
香
美
市
特
別
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

議
案
第
75
号

平
成
18
年
度
香
美
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算｢

第
１
号｣

(

保

険
事
業
勘
定)

議
案
第
76
号

平
成
18
年
度
香
美
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算｢

第
１
号｣

議
案
第
77
号

香
美
市
内
地
域
交
通
対
策
検
討
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

議
案
第
78
号

香
美
市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

議
案
第
79
号

香
美
市
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
80
号

香
美
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
81
号

香
美
市
消
防
団
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定

議
案
第
82
号

香
美
市
立
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
づ
み
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
83
号

香
美
市
上
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
84
号

香
美
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
85
号

債
権
放
棄
に
つ
い
て

議
案
第
86
号

香
美
市
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

議
案
第
87
号

香
美
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
88
号

香
美
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
89
号

黒
土
２
号
団
地
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
建
設
工
事(

建
築
主
体
工
事)

の
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
90
号

辺
地
に
係
る
公
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
可
決)

�
�
�

�

決
議
案
第
３
号

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
決
議

決
議
案
第
４
号

公
共
事
業
の
県
内
業
者
へ
の
優
先
的
発
注
及
び
地
元
産
品
の
優
先
使

用
を
求
め
る
決
議

決
議
案
第
５
号

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議

決
議
案
第
６
号

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
議
決)

�
�
�

�
�

意
見
書
案
第
13
号

Ｊ
Ｒ
四
国
へ
の
経
営
支
援
の
延
長
と
、
公
共
交
通
機
関
の
維
持
・

存
続
を
求
め
る
意
見
書

(

賛
成
少
数
に
て
不
採
択)

意
見
書
案
第
14
号

｢

障
害
者
自
立
支
援
法｣

等
に
よ
る
障
害
者
施
策
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書

意
見
書
案
第
15
号

郵
便
局
の
無
集
配
局
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
採
択)

� � � �
決議とは､ 議会が行う事実上の意思
形成行為で､ 政治的効果をねらい､ あ
るいは議会の意思を対外的に表明する
ことが必要である等の理由でなされる
議決である｡
決議の形式でなされる議会の意思表
明は､ 極めて広範な問題を取り上げる
ことが可能である｡

� � � � �
議会には､ 市の公益に関する事件について国会または関係行政

庁に対し､ 意見書を提出する権限がある｡ 議長は､ 各議員から意
見書案が提出されたら議事日程にかかげ､ 提出者である議員が提
案理由や内容について説明し､ 質疑討論の後､ 採決する｡ 意見書
の提出を受けた行政庁は､ 回答したり､ そのとおり措置する法律
上の義務はないが､ これを受理し､ 誠意をもって処理する行政的
責任を有するものである｡

衆 議 院 議 長 河野 洋平 殿
参 議 院 議 長 扇 千景 殿
内 閣 総 理 大 臣 安倍 晋三 殿
総 務 大 臣 菅 義偉 殿
法 務 大 臣 長勢 甚遠 殿
財 務 大 臣 尾身 幸次 殿
文 部 科 学 大 臣 伊吹 文明 殿
厚 生 労 働 大 臣 柳沢 伯夫 殿

農 林 水 産 大 臣 松岡 利勝 殿
経 済 産 業 大 臣 甘利 明 殿
国 土 交 通 大 臣 冬柴 鉄三 殿
内 閣 官 房 長 官 塩崎 恭久 殿
金融・再チャレンジ担当大臣 山本 有二 殿
経済財政担当大臣 大田 弘子 殿
行政改革・道州制担当大臣 佐田玄一郎 殿




